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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 11.5 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

分 18 23

人数 18 23

回数 18 23

割合 18 23

4回

動物愛護精神の理解度 適正飼育理解者の増加割合 人と動物が共に快適に暮らせる社会への到達度を住民の動物愛護精神
の理解度により把握する。

1.0 1.1

イベントの開催 公園内で行われるイベント開催の回数 既存の公園を拡張再整備することで明るく利用しやすい環境を創り出し、
活発な市民交流を通じた地域の活発化を図る。

2回

7分

歩行者 整備道路の歩行者数 地域の利便性の向上や、人々が活発に交流するために必要な移動空間
の整備を行う。

50人/日 100人/日

緊急車両の到着時間 消防車緊急出動時の走行時間 道路整備を行うことで、緊急車両の到着時間を短縮し、安全・安心なまち
づくりを進める。

12分

①道路幅員が狭く自動車の対面交通ができない。
②人通りが少ないため夜間の一人歩きが危険でできない。
③緊急車両の到着時間が遅い。
④市街化区域との共存を図る積極的な土地利用がされていない。
⑤地域の活性化に必要な条件である社会資本の整備が遅れている。
⑥捨て猫等のふんや鳴き声、飼い方に基因する地域の問題の多発。

地域内アクセス道路及び公園の拡張整備により地区の交通利便性が高まり公園利用者が増えるとともに、市内各方面から動物愛護センター（仮称）への研修参加者が来訪し、地域的ないし全市的な交流が活発におこなわれ、地域の活性化が実現して
いる。これは当地区において、道路、公園、地域交流センター等を総合的に整備することにより、活発な交流、活力ある都市活動、災害に強いまちづくりを進めるものである。（都市再生基本方針の第二、３の重点分野）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 神奈川県 横浜市 菅田町いでと地区

計画期間 交付期間 22

・災害時の住民避難や緊急車両の通行可能な地域内アクセス道路を整備し、安全・安心なまちづくりを進める。
・公園を拡張し、人と動物の共生を進める全市的な交流啓発拠点である動物愛護センターを併設することで、地域の活性化を図る。

　当地区は、横浜市神奈川区の西側、保土ケ谷区及び緑区に隣接する、本市のほぼ中央部に位置しており、昭和４５年に市街化調整区域に指定され、以来地域資源である緑地や農地が保全されてきた地域です。
　昭和４０年代以降、本市の人口が急激に増加した高度成長期に、ベッドタウンとして開発された西菅田団地、菅田住宅、竹山団地、笹山団地などに囲まれた立地であるため、昭和54年に近隣公園「菅田いでと公園」約２haを整備することで、緑豊かな環
境を生かした地域コミュニティー形成の一端を担ってきた。
　しかし、近年、市街化調整区域の規制緩和が図られるなか、高齢者支援に係る社会福祉施設の建設や公共事業用代替地としての宅地開発などにより、地区周辺の環境が著しく変化しているところである。
　また近傍では環状２号線の開通や高規格道路の羽沢池辺線が事業化されるなど、交通利便性が飛躍的に向上している神奈川区の丘陵部に属している。横浜市都市計画マスタープラン・神奈川区プランのなかでも「身近な生活道路の安全性」「犯罪の
起こりにくいまちづくり」「豊かな農地・緑地環境と市街化の共存を図り、調和したまちづくりを進めていく必要」が指摘されている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・近隣公園から地区公園への機能更新等によるコミュニティの充実 （基幹事業）いでと公園拡張事業

（基幹事業）地域交流センター整備事業

・地区内アクセス道路機能の充実
・地区外幹線道路への連結による全市的ネットワークへの参入

（基幹事業）道路改良事業

・地域内ないし全市的な交流の核となる施設を併設し、地域の活性化を推進 （提案事業）動物愛護センター整備事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 横浜市 直 約350m（延長） 16 22 22 22 30 30 30

横浜市 直 約４ha 16 22 18 22 799 799 799

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 横浜市 直 約1980㎡ 16 22 20 22 754 754 754

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,583 1,583 0 1,583 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
横浜市 直 約320㎡ 16 22 20 22 122 122 122

－

－

－

－

合計 122 122 0 122 …B
合計(A+B) 1,705

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

公園

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

動物愛護センター整備事業 神奈川区菅田町

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

地域交流センター

－

－

－

菅田町いでと公園

細項目 うち民負担分
神奈川区菅田町地内道路改良事

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費 1,705

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

交付限度額 682 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

菅田町いでと地区（神奈川県横浜市） 面積 11,5ha 区域 横浜市神奈川区菅田町の一部

横浜市

位置図

菅田町いでと地区（11.5ha）

３００m 縮尺：１／５０００



緊急車両の到着時間 （分） 12分 （　18年度） → 7分 （　23年度）

歩行者 （人数　） 50人/日 （　18年度） → 100人/日 （　23年度）

イベントの開催 （回数） 2回 （　18年度） → 4回 （　23年度）

適正飼育理解者の増加割合 （割合） 1.0 （　年度） → 1.1 （　年度）

　菅田町いでと地区（神奈川県横浜市）　整備方針概要図

目標

・災害時の住民避難や緊急車両の通行可能な地域内アクセス道路を整備し、安全・安心なまちづくりを進め

る。

・公園を拡張し、人と動物の共生を進める全市的な交流啓発拠点である動物愛護センターを併設することで、

地域の活性化を図る。

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

３００m 縮尺：１／５０００

□提案事業
動物愛護センター整備事業

■基幹事業
公園事業

■基幹事業
地域交流センター

■基幹事業
道路改良事業
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